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三
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=
三
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三
三
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一
一
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=
=
=
三
=
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=
=
=
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=
=
三
三
三
三
一
応

酬

三

井

物

産

調

査

部

長

川

州

大

森

増

一

氏

川

川

伊

藤

忠

商

事

食

糧

本

部

長

川

川

代

行

兼

油

脂

部

長

川

筒

井

雄

一

郎

氏

川

州

ト

ー

メ

ン

食

糧

本

部

副

本

部

一

長

川

川

行

木

陽

一

氏

ケ

。
州

日

本
の
輸
入
食
伊
は
い
て
の
七

orv位

川

日

本

貿

易

会

広

報

部

長

川

は

一
定
閑
諮
問
か
ら
輸
入
し、

発
一
段
沼

川
〈
司
会
一
〉
村
上
好
重
氏
川
持
訪
れ
向
日
経
ι

F

E

川

輸
出
商
品
に
決
定
的
に
依
一
仔
し
て
い
る

引三一一一一一一一=一一三==一一一一一一==一一一一一=一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一==一一一一一一一一一=一一一==罰:
:
と
い
う
削
が
あ
り
無
視
で
き
な
い
喫
茶

村
上
部
長
-
次
産
品
開
腐
の
品
目
嬰
牛
産
閣
の
ア
メ
H
J
力
、
カ
ナ
ダ
浮
の
告
が
あ
D
ま
す
。

性
、
あ
る
い
は
現
在
世
界
的
な
d
m唱
に
障
は
順
調
で
、
全
体
的
に
見
て
心
配
す
行
木
部
長
昭
和
三
八
年
に
カ
ロ
リ

、
S
1
;

な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
る
程
の
事
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
長
期

1
換
算
の
穀
物
自
給
事
は
六
三
%
で
し

吋

u

、き

い
と
患
い
ま
す
。
句
ず
食
俺
自
給
率
の
的
な
問
題
と
し
て
も
、

O
E
C
D
の
八
た
が
、
四
八
年
に
四
一
%
に
下
っ
て
い

j

J

L

二

関

題

と

、
そ
れ
に
閣
巡
し
て
国
際
的
な
基
見
通
し
に
よ
司
て
も
、
費

途

上

空

乙

の

歯

集

ず

肉

食

事

の

向

?
町
需
給
関
係
は
ど
フ
な
っ
て
い
る
か
地
球
闘
に
お
け
る
別
産
努
力
等
の
条
件
設
定
上
で
剣
斜
周
一
俊
物
の
輸
入
が
M

附
加
し
た

r務

説

的

規
模
で
食
翌
九
一
織
が
訪
れ
る
と
訴
え
は
必
が
で
す
が
、
附
い
も
の
で
は
な
い

と

と
で
す
。
曹
三
ト
ν
に
対
し
殺
一
物
七

L
E麗
ら
れ
て
い
る
ヌ
堅
守
な
が
ら
怒
合
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

J
が
必
伊
ぽ
に
な
る
誌
で
す
か
b
o
ま

底

堅

っ
て
す
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
次
官
問
題
は
、
史
問
題
の
中
た
米
か
ら
小
炎
、
査

へ

の

号

室

副

眉

園

大

森

部

長

今
年
六
月
一
頃
・

2
墨
付
綴
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
持
込
り
ま
す
。
食
住
活
一
が
岡
市
以
作
レ
た
と
い

1

勘

気
匁

16安
肉
に
よ
り
、
笠
界
各
悶
の
岡
沼
閣
の
対
応
の
仕
方
が
適
切
で
あ
れ
え
ま
す
が
、
更
に
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
y

v
w
-

、
幽
明

殺
物
浮
の
作
山
間
が
恕
化
ず
る
の
で
は
以
ば
、
入
札
の
英
知
9・
信
約
す
自
由
限
D
、

プ

ル
な
ど
佐
治
の
多
様
俗
、
賀
川
級
化
に

針
許
可
「

1ト
い
か
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
妻
適
切
に
対
応
で
き
る
と
考
え
る
次
第
で
つ
れ
、
落
、
ミ
ル
ク
の
軍
支
え

寄
与
畠

ぐ月曜白〉昭和5~隼~O月~O 目
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1
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1
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hi
恥
の
な
い
わ
が
は
は
、
南
花
開
制
に
と
う
対
応
す
ベ
さ
か
。
世
一
同
時
中
で

刊
に
さ
れ
て
い
る
位
界
経
済
の
新
校
序
と
か
南
西

・南
h
A
間
短
の
刊
軟
に

は
賀
川
似
た
ど
う
開
発
し
ど
う
利
用
す
る
か
の
閲
勉
が
比
例
た
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
総
合
商
位
の
砕
蔀
が
出
席
し
て
閣
か
れ
?
威
誠
会
の
ぷ
録
々
野

約
し
て
、
対
人
に
切
実
な
食
減
、
T

一A
A
ル
ギ
l
問
胞
を
吟
え
て
み
よ
e

フ@

ζ
の
附
四
日
ぱ
会
は
、
日
U
A
M
河
波
放
送
の
主
僚
で
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
「
同
時

の
削
の
日
本
」
の
一
環
で
あ
D
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
放
弘
己
れ
た

も
の
。
箆
談
会
は
コ
一
部
に
分
か
れ
、
第

一
部
は

「
一
次
産
品
問
勉
と
尚

は
」
第
二
部
は
「
エ
ホ
ル
ギ
1
資
保
閣
笥
と
商
祉
」
第
一
一
一
部
は
「
治
外
投

資
-
H
M
t
何
協
力
と
柑
枚
」
で
あ
っ
た
が
、
f
-
一
一
部
は
制
混
じ
た
。

国4担』
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1 部85~丹

一一料
開

J

読

∞

抗

購

&

創

刊

」

年

部

一「リ
1
1
H

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

~現令・切手・祭主書

で節約

ま
す

本
紙
は
女
性

に
よ
る
平
和
と

平
等
争
推
進
し

11111111111111制ll11filltlljlt<<111111111l1ltH昨mtllnllHlHIIl!illHHl
:$' 
:~:~... 町内

大
木
部
長
日
rA
の
ぷ
済
安
任
保
障
一
方
、
輸
出
と
一二世
A
と
ベ
わ
れ
る
鉄
新
油
田
発
見
率
、

必
剣
山
内
功
端
、
資
主

を
ど
-
つ
ぎ
え
て
い
〈
か
が
、
ま
さ
に
資
鋼
、
自
動
車
、
気
低
の
輸
出
総
額
が
一
回
の
い
ず
れ
も
磁
め
て
高
く
閃
娠
で
、

綜
問
題
で
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
ナ
。
オ
九
五
億
J
で
、
乙
れ
は
令
輸
出
額
の
約
そ
の
ト
一
産
油
国
が
そ
の
閑
益
学
維
持
才

イ
ル
シ
ョ

y
ク
一
は
一
三
年
川
の
十
月
、
ポ
一
一
四
%
で
す
か
b
、
石
川
聞
を
輸
入
す
る
る
た
め
、
契
約
条
件
等
が
厳
し
く
な
っ

き
な
街
曜
を
受
け
た
の
で
す
が
、
「
ノ
た
め
に
輸
出
と
=
一
家
が
・
…
ー
に
な
っ
て
か
て
い
る
の
が
災
前
で
す
。

R
も
と
出
制
ぎ
れ
ば
M
m
さ
を
わ
す
れ
る
」

か

円
て
い
る
と
い
う
の
が
別
状
で
す
。
原
副
本
部
長
臼
ぷ
は
ロ
フ
ン
資
似

と
い
う
必
の
よ
・
フ
な
現
匁
が
、
祥
の
以
と
れ
一
ゅ
の
点
を
断
ま
え
て
お
話
し
て
い
が
皆
無
に
等
し
く
、
鳥
取
県
に
何
か
あ

市
聞
を
問
わ
ず
広
が
っ
て
い
る
よ
F

フ
で
売
だ
，
d
た
い
と
得
じ
ま
す
。
る
伎
で
す
。
世
界
の
均
成
品
川
を
umま
ず

す。

I
E
Aも
日
去
の
省
エ
え
ル
ギ
l

岩
野
部
長
わ
が
閣
は
石
油
依
存
度
と
、
ア
メ
D
刀
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

政
加
に
つ
い
て
①
省
エ
永
ル
ギ
1
予
鉢
が
非
怖
に
高
い
の
で
、
代
哲
ヱ
ホ
ル
ギ
カ
吠
ダ
、
ブ
タ
ン
ス
糸
、
南
ア
フ

D
刀

が
貧
弱
で
あ
る
@
円
本
家
間
の
断
熱
情

1
の
開
発
、
省
エ
永
ル
ギ
1
に
た
い
忍
の
一
止
力
闘
で
自
由
世
界
の
八
一
%
の
ジ

造
に
必
要
な
施
策
が
遅
れ
て
い
る
。
③
耐
力
を
持
っ
て
と
b
組
ん
で
い
く
必
要
ラ
ン
を
抑
え
て
い
ま
す
。

ζ
の
よ
う
に

白
木
は
省
エ
永
ル
ギ
I
政
策
が
各
閏
以
が
あ
わ
J

ま
す
止
が
、
代
償
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
回
本
で
不
足
し
世
界
に
執
ら
ざ
る
を
得

上
に
必
安
④
昨
年
度
に
策
定
さ
れ
た
省
は
各
々
に
永
ッ
ク
が
あ
D-ま
す
。
原
子
な
い
状
祝
の
中
で
、
商
社
の
役
創
的
U

は

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
Mmm項
が
空
文
化
し
て
カ
に
は
、
ウ
ラ
ン
の
手
当
て
の
問
題
等
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
必
事
万
端
の

い
る
と
指
惜
別
し
て
い
ま
す
。
が
あ
D
、
L
N
Gに
も
問
機
な
問
題
が
世
一
話
役
と
し
て
、
外
国
に
対
す
る
約
報

日
本
は
開
闘
い
制
立
国
で
あ
り
ま
す
が
、

あ
り
ま
す
。
右
炭
の
波
化
ガ
ス
佑
に
も
収
材
班
活
動
、
外
国
企
業
と
の
折
街
を
通

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
似
の
輸
入
を
的
年
度
の
コ
ス
ト
簡
の
問
胞
が
あ
り
ま
す
。
肖
国

己、

園
内
の
鉱
山
会
社
、
政
府
諸
機

通
関
統
計
か
ら
み
ま
す
と
、
輸
出
額
は
は
と
つ
や
っ
て
石
油
の
安
定
供
給
化
を
関
、
ほ
力
会
社
簿
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織

約
五
七
O
億
J
、
輸
入
は
約
五
八
二
億
関
る
か
と
い
・
フ
明
に
貯
点
が
あ
る
と
考

μUて
開
発
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
の

J
。
そ
の
中
原
油
価
は
約
一
九
七
J
で

輸

え

ま

す

。

が

現

荘

の

仕

事

で

ご

ざ

い

ま

す

。

ス
徴
の
約
三
四
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
右
油
開
発
に
作
ク
リ
ス
ク
の
高
さ
は
犬
木
部
長
お
二
人
の
お
お
を
総
括

他=一一一一一一一一一一一一
=一一一一
一一一一一一一一=一一一一一=一一一一
一=一一一一一一一
一一一一一
一一一一一一
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一一一
三一一三一一一一一三日
附

し
た
形
で
、
日
京
の
経
済
安
全
保
際
と

川

住

友

商

事

ヱ

え

ル

ギ

1
開

発

部

長

川

雪

量

官

、
露
さ
ん
か
ら
お
話

問

い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

附

吉

野

正

A
/乏
州

杉

野

部

長

ロ

ー

マ

ク
ラ
ブ
で
の
天

酬

l-
〆

E
-
-
-
J
-
1
1』
側

室
放
の
有
限
態
と
い
う
ζ
と
が
指
摘

州

安

宅

産

業

非

鉄

金

属

副

本

部

長

航

さ
れ
、
そ
れ
が
一
般
的
背
景
に
な
っ
℃

-
1
・
‘
，
‘
，
.

h

h

h

4

川

い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
世
界
的
危
機
感

m

-

L

、
A

、ご
A

伊

h
M
L
W

日

駐

日

比

」

ノ

一

一

一

向

付

片

目

ι
州

側

日

本

経

済

新

聞

編

集

局

次

長

州

側

兼

産

業

第

一

部

長

州

側

杉

野

直

道

氏

川

州

一

ユ

菱

商

事

広

報

室

長

川

川
八
司
会
〉
大
木
保
男
氏
側

当
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
一
三
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
三
三
一
=
一
=
=
=
=
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一
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東京で設立総会

さ
れ
た
「
問
刊
者
供
拍
打
割
A
会
」
と
一
世
米
に
ま
さ
る
世
間
在
描
再

阻
期
間
平
諸
立
の
「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
一
会
品
野
田
値
夫
民

l
、
コ
、
三
ユ
ケ
ー
ジ
ョ

y
・

セ

ン

タ

一

例

会

委

舟
干
民

1
」
が
、
タ
に
H
的
と
す
る
「
梢
費
者
一
弾
事
此
和
製
一
耕
氏

。
世
世
な
る
胤
畏
と
、
国
民
告
眉
間
の
一
#
軒
理
事
申
村
品
a
氏

対
闘
の
暗
証
古
里
」
白
た
め
「
』
、
亮
一
を
抽
め
理
事
甜
民
自
世
叫
晒
介
が
あ

毘
的
に
輯
A
(

『
新
た
に
「
情
理
旨
供
給
一

b
、
円
叩
J
間
企
同
庁
小
島
碇
世
M
P
i
再
開
官

者
セ

yタ
1
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
一
や
陣
苛

μ制
岡
島
県
活
廓
畳
、
松
岡
持

も

の

で

す

。

一

陣

同

民

斗

活

セ

ン

タ

ー

置

官

撞

嗣

良

、

事
泉
北
画
は
刊
書
世
附
げ
、
そ
山
地
一
ニ
ッ
カ
ワ
ィ
ス
キ
1
竹
鶴
間
車
調
、
説

闘
眠
措
槽
閥
、
間
割
昔
、
併
船
賃
盛
団
一
式
叫
撃
江
苦
低
掃
m
帯
、
多
肢
の
来

悼
の
摘
力
を
師
て
、
①
川
智
足
開
帳
一
責
措
民
か
ら
、
室
町
刑
酎
問
な
悟
動

軍
押
と
の
咽
郡
高
官
、
同
空
母
聞
叱
一
を
期
再
ず
争
乙
い
う
配
討
が
あ
り
ま
し

母
一
柏
崎
賞
者
向
ピ
J
フ
オ
テ
レ
ビ
予
の
制
作
一
た
.

申
A
日
間
有
白
住
産
、
流
通
見
苧
士
一
等
白

う、

、諸物価の値上げ反対へ

社会を世論を動かそ
圃熱気の神奈川県消費者大会圃

同
じ
立
場
て
理
解

民
た
ち
は
社
会
恥
を
V
U
U
L
r
h
お
い
て
、
佐
-
れ
ぞ
れ
出
世

r〕
泊
る
と
同
時
に
削
船
符
t
品
り
、
た
が
い
い
』

判
干
の
司
揖
h
z
一
抑
制
し
合
い
な
が
ら
.
点
見
世
記
揮
し
成
長
し
て
、
白
み
よ
い
杭
主
白
唖
持
と
町
出
に
山
附
L
た

い
こ
の
よ
っ
な
r
a
え
l
h
の
人

V
と
が
ぜ
J

て
新
た
に
「
哨
舟
者
供
附
占
セ
ン
タ
ー
」
炉
提
民
し
ま
し
九
九
月

γ
〕
E
h
賞
、
民
一
川
市
苧
刈
の
時
活
支
払
に
お
い
て
均
引
時
会
叫
ろ
ゾ
き
、
付
欧
、
円
円
封
、
併
号
制

世
取
の
吋
告
が

τ昨
穆
川
ト
ヘ
仲
人
在
F

S

仙
同
庁
帆
v
k
】
ン
h
1
1
」

odw一
世
間
四
噌
鉱
山
r
m
さ
れ
ま

-r

発
展
的
な
意
見
の
交
換
を

出
い
告
の
も
料
的
R
も
記
事
長
ザ
ニ
ァ
引
も
£
た
、
符
人
の
家
旺
に
も
て
は
一
何
で
、
弘
行
と
帆
#
ぬ
の
昨
貯
は
m
一

ら
れ
て
い
る
モ
れ
ぞ
れ
の
H
q
H
の
も
と
一
世
H
事
お
お
わ
け
で
す
.
一
六
す
る
乙
と
か
子
容
C
れ
て
い
ま
す
が
一

に
、
一
出
日
を
叫
革
命
に
却
さ
る
民
同
ζ
と
一
し
か
し
回
比
内
析
の
刷
か
ら
み
て
.
一
ぃ
t
ず
り
に
対
刊
し
、
不
正
ポ
り
抽
弔
を
一

し
て
は
同

F
M世
あ
旬
、
奈
も
そ
一
石
拙
シ
ョ

J
と
廿
再
開
時
イ
ノ
フ
一
〈

P品
す
よ
り
も
、
?
に
唖
誌
な
一

白
地
執
の
任
民
で
あ
る
と
も
い
え
ま
し
一

V
と
い
う
、
世
田
匝
曹
の
+
へ
き
な
浄
化
一
栴
h
H
を
行
な
い
、
凶
民
生
活
白
川
ト
を
一

よ
コ
ァ
つ
ま
h
u
、
h
打
者
と
世
柏
符
は
一
に
よ

D
、
わ
が
国
も
高
度
血
畳
か
ら
ま
一
国
司
て
い
く
こ
と
の
障
掛
か
わ
は
い
う
ま
一

挙
ζ
そ
当
て
も
、
同
高
翌
日
由
一
定
量
へ
時
行
ず
る
に
伴
い
、
主
に
一
で
も
あ
り
ま
せ
ん
.

一

別
の
聞
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
椙
昌
一
一
も
、
間
費
名
に
も
喧
富
市
の
一
w
革
が
み
ら
一
そ
の
た
め
は
は
、
申
立
性
を
納
骨
し
一
蜘

の
立
場

5
2
2、
消

費

者

議

一

れ

ま

す

。

一

な

が

ら

労

ι活
動
す
る
誌
が
必
暖
一
婚

唱
に
お
い
て
は
供
桔
名
古
島
只
供
給
一

地
雄
俊
民
理
聞
や
桝
瞳
者
連
副
の
u
E
-
で
す
.
そ
こ
で
、
間
和
田
一
一
年
L
誼
立

⑨ 

昨
咽
の

ιの
あ
と
、
敗
れ
た
晶
咽
白

漉
児
と
し
て
砲
さ
れ
る
軒
で
あ
っ
た
聞

朝
は
、
清
柴
山
臨
堤
柏
の
禅
尼
の
由

包
い
に
よ
司
て
十
阿
畑
の

R
F豆
白

肘
ガ
小
島
に
い
告
。
れ
た
.
朝
相
は
息
同
年

と
な
り
、
T
市
辿
申
中
で
、
伊
主
白
哨
蝉

闘
の
奇
跡
叫
冊
峰
桔
輔
自
地
八
唱
と
恋

に
落
ち
た
.
し
か
し
、
間
人
で
あ
h
u
、

南
出
入
円
相
刷
と
の
恕
が
心
さ
れ
る
笹

-
叶
一

Fdne
し

τい
た
.
車
問
な
体
墜
を
し
た
曲
朝

は
、
又
又
同
じ
山
伊
豆
円
高
量
、
北
後
時

此
白
姐
に
班
を
し
た
の
で
為
る
.
昨
民

間
酢
を
担
〈
b
に
期
し
て
い
る
融
問
U
L

は
、
九
唱
に
よ
っ
て
臨
地
白
夜
麻
と
結

び
つ
く
乙
と
が
必
棋
で
あ
A
V

だ
の
だ
.

警
は
、
町
酬
明
か
b
白
苛
い
喜
子
に
し

た
時
己
的
恋
を
J
b
ず
属
臨
し
て
み
ぜ

る
、
と
党
情
レ
た
。
時
肢
は
、
八
且
白

イ
M
d
i

娯
議

以晴支

渦

糊

創

〓

晶

J
rJW

一勾
幽

お
レ
も
ふ
さ
れ
も
し
広
い
棟
世
先
人

と
な
っ
た
民
一
ほ
、
が
つ
セ
」
』
白
明
ヂ
恒

曜
も
で
き
此
の
い
し
な
く
や
砲
の
昨
日
で
あ

》
た
か
、
政
チ
は
欄
足
し
て
い
な
か
っ

た
。
朝
間
じ
は
、
伊
V
に
い
た
閣
か
b

m
寝
入
「
砲
の
削
」
が
い
t
の
で
晶
ゐ

己
点
、
間
引
が
何
人
も
耳
を
む
つ
事
は
知

ぞ
い
た
が
、
円
安
岩
場
合
は
、

2

自
由
ザ
ョ
出
け
て
し
開
ば
!一
円
何
有
も
そ
の
問

に
〈
る
己
と
は
昨
晦
己
れ
な
い
と
地
っ

た
“
飢
一
u
A
白
耐
用
唱
み
で
あ
っ
た
の

γ
し
か
し
相
帆
在
、
白
升
の
一
位
」
っ

た
正
、
と
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
『
哨
桐
は

杭
マ
」
抗
告
と
受
人
を
つ
〈
う
た
@

一
時
に
は
、
反
人
日
間
刊
を
己
わ
さ
せ

止
り
も
し
た
と
い
う
り
歩
み
て
も
如

何
に
肉
2
が
撮
り
お
っ
た
か
が
町
長
吉

れ
る
。

t
.
そ
の
在
嗣
宮
、
内
閣
の
申
歩
長
子

は
、
化
ム
コ
由
闘
を
脱
け
出
し
て
、
恋

人
相
朝
の
持
つ
問
。
山
へ
品
A
n，
t
町
古

島
っ
た
.
常
時
世
白
黙
認
に
よ
っ
て
一

人
は
嗣
ば
れ
、
入
姐
も
町
れ
た
.
直
子

は
栴
記
か
け
て
w
T
H
)
問
就
じ
た
の
で
あ

，
t
。
朝
刷
町
民
組
は
酌
A
に
の
び
、
開
民

加
川
町
虻
と
な
っ
た
明
朝
は
、
暗
車
を
t
A

掘
と
定
的
司
同
ー
も
師
向
人
P
J
ー
し

た
.

は
フ
え

の
強
い
h
H
白
畠
る
女
性
が
凶
内
を
あ
b

わ
し
て
い
士
。

「
時
書
か
れ
尤
「
A
F，
u
何
物
商
L

空
よ

芝
、
女
件
の
表
明
性
よ
り
霊
世

刑
あ
9
、
掴
明
的
苦
畠
っ
た
語
が
い
く

つ
か
宅
く
る
レ
、
い
へ
h
H
D
事
、
己

れ
は
門
世
に
な
b
な
い
か
女
抽
聞
の
話

ま
で
豆
、
〈
る
.
実
際
に
L
1
時
、
強
い

世
bー
が
多
か
勺
士
と
い
う
こ
と
也
管
制
品

っ
て
い
る
。

特
に
珂
名
を
馳
せ
た
女
性
と
し
て
、

巴
、
庇
植
が
あ
る
.
R
ぼ
.
I
H
晶
仲

の
妥
号
、
情
に
去
に
世
い
、
義
仲
が
討

死
し
た
時
に
は
、
抽
出
反
目
指
耽
ぷ
り
は

す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
D
、
世
多
ぐ
白

敵
品
を
潤
し
て
、
間
柵
の
名
明
品
げ

た
ま
士
、
根
凪
は
、
塙
九
郎
資
問
自
民

せ
時
の
時
単
、
軒
両
軍
に
反
抗
し
て
、

-
艇
の
も
の
奈
川
、
酪
砂
刊
去
を
あ
げ

た
時
、
そ
の
早
に
加
わ
っ
た
が
、
世
次

回
強
淫
に
は
、
献
の
臨
士
連
も
お
そ
れ

を
な
し
た
.
そ
し
て
卑
怯
に
も
仏
か
U

刑
た
植
民
由
紀
有
山
川
、
車
電
の
削
も
も
也

つ
白
血
い
て
、
苓
L
刷
れ
て
し
ま
ョ

売
る
厩
摘
は
雄
内
に
ひ
か
れ
古
川
川
、
巾

建
国
の
式
i
世
利
与
一
は
、
夜
額
の
弛

さ
に
心
が
暗
か
れ
、
「
珂
輔
」
よ

4τ

強
い
子
を
う
み
た
い
」
と
将
市
に
願
い

出
て
、
笠
芸
み
に
し
た
。
武
寸
が
児

ま
し
い
官
を
叫
ん
だ
、
と
は
い
か
に
均

が
物
を
い
ョ
た
時
代
で
畠
ゐ
か
が
す

る。

.，.柚

j

j〉
〉

〉

〉

勇
名
は
せ
た
巴
、
額
額

平
安
朝
守
山
V

甜
肯
時
代
に
か
け
て
は

立
性
白
地
位
が
商
く
、
同
区
制
崎
も
兄

弟
間
帯
に
哩
け
る
植
利
そ
も
っ
て
い
た

従
っ
て
削
地
ぞ
持
つ
己
と
も
で
き
、

女
性
で
も
地
掴
〈
土
地
を
軒
到
し
て
担

現
宇
品
副
収
υ
て
曙
陪
L
お
さ
め
る
醜
)

制
捜
人
〈
時
草
川
轄
の
由
士
で
、
持
っ

て
い
る
土
地
の
高
E
U
て
兵
空
白

他
白
晶
持
を
京
っ
て
い
た
〉
の
H
h
g
立

問
に
出
し
て
い
だ

こ
う
い
う
時
代
な
由
で
、
明
r
川
、
民

十
円
附
叫
問
白
女
性
白
申
か
白
、
H
i
也

安

藤

i
i
L
 

世
伊
燐
杭
朋
と
同
じ
モ
あ
っ
た
。
担
を

同
じ
よ
う
に
他

ι暗
が
せ
晶
E
と
に
し

た
。
し
か
し
、
蹴
子
は
八
車
と
借
り
が
っ

て
い
た
.
同
f
は
父
白
曲
ず
る
ま
ま
立

躍
変
革
を
つ
げ
た
が
、
そ
れ
は
‘
明
朝

的
判
媛
に
な
る
た
め
の
点
誌
で
A
d

ゐ筋~'~'ji.，::

v人a
#- ""，' 

いヌ

〉
〉
〉
〉
〉
〉
〕
〕
〉

書
官
と
し
て
の
北
条
政
子

国
寸
前
一
植
が
母
刀
沙
江
持
ち
凶
閉
め
た
園

間
性
も
及
ば
な
い
川
相
、
大
品
パ
元
心
掛
-
亮

揮
し
た
会
性
に
お
詩
埴
千
が
い
る
・

政
一
十
は
伊
室
町
軍
放
北
揖
時
成
の

K

立
と
し
て
担
句
史
令
忘
年
で
た

が
、
J
T
ぽ
叫
け
て
時
間
な
加
で
品
っ

た。

ば
な
い
.
八
前
と
頼
朝

ιの
問
に
で
J

t
千
闘
は
聴
き
白
川
、
附
則
に
八
曹
は
出

「
婦
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

己
目
接
戦
品
は
、
伊
竺
哲
人

人
に
品
り
れ
判
制
の
同
情
を
闘
っ
た
.

政
子
守
ゼ
の
時
十
八
掃
の
帥
拝
堂

強
い
女
北
条
政
子
た
ち
|

尼
岬
材
軍
北
条
政
子

<0 

「
瞳
慣
と
環
境
裂
の
み
一
主
ふ
+
掛
平
野
の
申
弐
岨
出
町
か
り
と
、

れ
た
人
間
都
市
藤
沢
」
の
揮
H
U
9
J
句
2

長
野
県
用
住
孔
郡
川
L
に
町
か
ら
、
肌
糾

必
択
の
市
民
ま
つ
り
も
、
一
二
年
刊
を
む
師
曜
が
や
っ
て
き
た
。

か

え

ち

柏

田

附

は

先

任

記

院

が

八

千

年

削

か

今
年
は
λ
月
、
平
一
日

F
E
ト
ハ
ら
正
予
レ
て
い
た
所
で
、
山
内
十
一
年

目
ま
で
、
奥
田
公
岡
を
申
心
と
し
て
市
民
田
淵
平
が
和
人
と
し
て
来
庄
、
同
一
一

向
、
再
所
で
聞
か
れ
た
.
行
事
も
多
影
+
A
M
十
、
地
問
民
扇
が
血
商
品
明
間
昌
、
時

で
、
年
を
盈
ね
る
叫
に
、
p
h
に
な
じ
う
つ
D
昭
和
国
十
六
年
に
開
拓
以
来
、

ん
で
主
た
閣
が
あ
る
。
小
崎
不
在
大
地
明
引
山
h
す
る
多
く
由

ご
十
一
一
一
日
の
出
型
式
相
半
+
犬
の
い

，m
地
刑
、
己
の
年
か
一
U
泊
同
町
と
抽
世
田

ろ
い
ろ
、
正
し
い
削
h
v
方
、
開
略
式
岳

チ
占
寸
』
ア
ィ
バ
ザ
1
也
干
叫
惜
の
ゆ
め
v

野
外
蛇
事
、
ら
く
が
き
か
り
は
じ
ま
D

-
一
中
J
h
円
ま
官
、
市
民
恒
雄
り
日
、
面

臨
ま
つ

D
、
が
守
士
市
、
青
空
巾
、

防
提
コ
ー
ナ
ー
、
八
丈
古
川
眠
、
岡
持
太

融
1
開
棋
の
つ
ど
い
、
十
世
パ
レ
ー
ド
な

ど
が
く
み
と
ま
れ
て
い
る
。

市
民
の
-
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
恒

し
い
、
ふ
る
さ
と

E
Eろ
長
時
び
起

し
、
'
h
ぽ
し
の
ど
か
に
晒
し
ま
せ
さ
Q
か

の

よ

う

に

・

:

.

・

荷
申
帯
の
た
つ
-
十
五
日
は
、
南
聞

の
実
ヲ
置
み
歪
づ
れ
白
人
々
で

に
高
あ
っ
ム
弓
撞
く
は
る
は
る
地
地
道

し・

り大安売

川川…l

;111川"川1川.山山の幸.海の幸も

一
九
主
ハ
年
十
月
記
小
村
常
子

目
黒
ユ
永
ス
コ
開
任
理
事

J

・
@
食
骨
制
腔
を
T
h
u
‘
車
問
寸
仙
桝
禾
白

曜
日
1
と
阻
の
向
上
を
曳
掛
さ
常
ょ
っ
.

事
段
品
阿
世
田
園
開
咽
酌
を
大
幅
に
ふ
や

し
、
丈
島
司
唱
を
一
事
酷
さ
電

4
2。

骨
弘
く
て
任
み
よ
い
公
常
住
唱
を
た
く

さ
ん
つ
〈
ら
せ
よ
3.

。
ロ
ヅ
キ
I
R事
件
を
乙
と
E
と
く
究

問
し
よ
コ
a
の
ス

E
Iガ
y
を
揮
択

L
P
u
m
掠
れ
る
よ
宜
的
曜
を
川
じ

t
u
 

一….き

東表=よ粉f
Z示=り=石:蓄
?を=正=け事
塁:要=当=ん;害
事:望なの!き

・
会 」

π月
一
-
十
一
日
午
H
、
一
県
川
町
伊
困

μ
‘
心
に
品
し
合
っ
ち

の
品
国
公
会
常
古
、
東
京
都
内
情
宇
佐
厚
町
小
宮
喝
討
の
僻
奇
形
性
な
し
の
ま

運
動
式
会
が
開
冊
菩
れ
た
.
A
K
事
V
句
、
立
場
の
判
埋

ιよ
っ
て
組

「
事
れ
い
な
都
民
白
木
を
京
的
て
」
対
引
を
帳
障
で
き
な
い
と
い
-3
回
復
を

を
大
企
の
テ
I
マ
に
揖
剤
を
め
ぐ
る
J
哩
廿
、
輯
叶
の
守
相
、
世
触
に
臨
む
意

問
岨
に
つ
い
て
目
白
な
凋
晶
を
同
時
品
目
在
り
方
い
問
阻
が
あ
る
白
し
く
、

嘱
京
都
内
一

0
0余
の
向
付
抗
学
位
で
ホ
リ
ノ
永
の
耳
が
閉
き
た
い
の
に
と
い
つ

は
、
品
々
の
〈
色
レ
と
障
害
守
る
た
も
ど
か
主
語
え

由
、
き
れ
い
な
ポ
浄
求
め
て
学
閣
を
批
白
川
『
同
宇
佐
メ
ン
バ
ー
が
恥
と
な
D
、

け

て

き

た

.

そ

れ

ぞ

れ

の

地

唱

で

、

よ

い

告

を

出

廿
創
出
入
、
原
京
都
論
外
活
u
m
酌
闘
す
メ
i
刀
i
の
品
也
管
闘
い
生
え
、

ζ

白

九
山
由
主
蝉
省
代
虫
あ
い
さ
ヨ
に
内
き
、
連
動
由
£
市
A
ら
哲
よ
J
.
申
幅
削
閥
4
酬
に

園
町
両
々
所
宇
桂
安
岡
亜
の
究
会
主
同
説
よ
び
か
け
な
が
b
、
超
酌
u
z
弘
げ
よ
フ

明
、
世
持
制
台
、
屯
域
市
塙
一
体
ld
柄
宇
と
揖
集
i

柑
会
嗣
且
買
の
司
会
L
ょ
。
、
世
剤
今
一
め
軒
る
け
ん
の
誕
ρ
問
樋
に
つ
い
て
事

ぐ
る
川
崎
討
晶
が
行
自
し
れ
た
.
晶
巾
の
血
庶
樹
、
石
け
ん
出
剤
工
業
主

晶
子
訓
点
火
の
祭
器
醐
ω
て
宇
都
へ
、
よ
り
ギ
当
章
一
ト
ぞ
と
い
品

北
提
柳
沢
記
憶
氏
、
持
政
相
r
z
の
班
点
唱
占
揮
出
そ
市
唱
F

置
で
可
古
し
た
.

叫
金
時
研
賢
所
川
原
点
買
部
員
、
都
民
由
来
、
木
は
き
れ
い
な
も
の
の
昨
軒

a
折
助
江
出
開
制
調
軍
配
-
一
一
融
民
、
お
で
あ
っ
た
の
に
、
現
時
点
で
佼
躍
す
れ

下
水
遣
問
世
J
U
剛
h
幹
、
間
保
腹
開
白
ば
、
耽
代
に
円
融
開
ぞ
残
す
C
と
に
な

日
本
記
融
市
剤
て
策
会

f
時
高
塙
理
る
.
何
を
ど
7
3
3え
、
と
り
組
み
、
出
火

事
、
円
五
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
且

-qLば
よ
い
か
を
、
地
の
よ
学

日

正

晴

火

。

H

に

持

れ

捕

り

明

日

か

ら

の

官

叫

に

括

密
ヲ
口
一
J
と
の
匝
唖
兄
特
を
ま
じ
か
吉
正
一
正
組
砧
軒
漉
公
晶
表

え
な
刑
白
、
申
立
前
哨
に
つ
い
て
の
ヲ

b
R
同
居
眠
十
九
品
が
型
怠
い
き
で
述

yと
ホ
ン
よ
少
し
で
6
前
問
す
べ
く
べ
た
が
、
今
H
C
U
献
誌
や
た
い
9

頼
哨
山
川
r
暗
唱
し
た
り
が
叩
刊
で
、
宜
十

二
府
と
い
う
控
C
で
字
、
な
っ
た
時
ほ

政
子
は
四
十
三
曲
目
白
骨
刑
唖
り
主
あ
っ

た
.
持
南
世
帯
府
を
立
な
が
を
L
背
員
っ

て
、
壇
家
を
楠
世
し
て
立
ち
卜
長
ら
な
げ

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
@

時
十
は
、
新
し
い
骨
島
制
由
内
問
づ

〈
ふ
り
を
し
て
」
「
一
-
一
人
目
輔
府
市
酬
の
克

昌
ゃ
ん
ち
会
蘭
慣
と
し
‘
尼
押
刷
と
呼
ば

れ
て
、
政
拘
の
中
相
に
.
ど
ァ
か
句
と

膚
を
両
足
J
吋
け
た
.

同
耶
咽
誌
は
病
一
司
と
な
D
、
そ
の
却

で
酬
が
一
-
-
向
将
市
に
な
勺
て
間
も
な
く

軸
官
は
陪
審
有
で
ロ
ペ
比
、
市
見
刷
は
、
相

耽
の
附
ト
出
"
に
逃
れ
、
政
抽
を
み
よ
A
メ
}

サ
一
ず
、
船
岡
八
幡
げ
宅
間
報
書
れ
た

人
と
斗
T
供
の
す
べ
て
を
去
っ
た
樫
立

に
揮
怠
れ
た
白
は
閣
官
幕
府
と
い
一
つ
眠

W
で
あ
一
っ
た
。

芳
脳
と
由
じ
に
鞭

y
，
て
、
政
子
は

史
的
伊
み
を
も
L
お
主
い
ぽ
か
D

に
、
あ
白
ゆ
る
前
力
主
立
つ
揮
し
て
.
車

回
世
L
さ
か
ら
つ
行
を
抑
圧
し
、
t
A
白

河
仙
で
は
、
h
m
j
i
m
を
確
り
、
よ
2

ぞ
れ
9
4
L
、
川
慎
1
中
山
宅
仕
組
に
此
レ

4
1
 
作
よ
噛
一
立
出
向
的
と
し

τ白
壁

潟
市
-
u
r
え
た
の
は
ハ
l
巾
揖
で
晶
っ

た
.
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L 積極的な活動を期待
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欧
州
の
詩
情
豊
か
巳
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ホ
ぃ
~
で
山
M
r
k
γ
柿
制
仰
の
之
立
い
開
会

山
日
間
か
れ
ま
し
た
。

午
世
一
時
三
十
守
問
士
、
いヘ立包間長

足
出
、
昭
電
控
酷
の
あ
と
米
賓
と
し
て

寸
一
蜘
両
間
判
陀
高
民
、
上
血
r
叫
寸
J
口
ん

が
「
品
院
の
頃
、
門
中
汗
を
か
い
b
f
p
り

仔
此
の
明
の

gcを
知
っ
て
情
な
く
な

っ
た
り
し
た
拙
い
が
つ
い
昨
日
白
己
と

の
よ
一
つ
で
す
.
卜
同
年
を
迎
え
る
主
年

に
九
丘
ち
、
園
町
長
か
こ
の
よ
う
に
並
立

で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
と
は
明
間
蝿
量

で
す
。
ど
ヨ
か
闘
で
J
J
聖
合
わ
ぜ
鴨
島

白
ナ
ヤ
町
の
r
h
m
有
期
枯
し
ま
す
」
と
描

時
舵
い
て
牧
野
可
祝
日
革
、
師
同
盟

，Kは
全
国
咋
十
三
添
H
の
棺
立
を
担

し、

k
聞
の
立
場
昔
、
身
近
か
な
と
こ

ろ
が
り
問
阻
量
訓
告
持
ち
一
、
間
担
、
研

刊
を
咽
相
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
白
血
畳

を
以
て
抽
堰
に
直
航
し
て
〈
だ
さ
い
と

あ
い
さ
っ
し
た
.

E
の
畠
と
究
部
耐
噛
以
来
の
H
過
織

旬
、
網
開
規
制
軍
及
H
U
届
両
聞
閥
、
世

H
4
出
が
あ
り
ま
し
た
.

理
由
点
掛
白
暗
t

q
い
は
公
明
理
耐
の
雌
F
4

屯
公
共
料
全
を
抽
由
、
諸
物
価
の
一
本

適
E
K値
上
げ
反
対

唖
窓
暗
黒
肯
の
再
開
講
と
公
立
高
桂

の
新
誼
、
増
且

叩
作
育
施
山
担
白
拡
出
と
年
品
川
を
申
心

に
し
た
老
人
出
祉
の
問
項
U
が
打

ち
出
書
れ
た
.

躍
世
に
、
E
R
現
に
選
出
さ
れ
た
山
内

『
技
工
己
ん
は
、
埼
玉
県
は
、
人
口
増

川
県
官
、
そ
れ
に
件
う
世
帯
問
匝
、
教

育
施
設
の
不
献
に
対
し
で
は
輔
帽
的
立

号
制
苦
且
め
た
い
.
ま
た
二
+
代
、

-z

ト
抗
、
の
一
母
剰
に
ス
ポ
ッ
ト
を
吋
て
て

舟
組
島
町
九
千
を
聞
い
た
D
、
老
人
福
祉
L

も
内
を
人
れ
た
い
.
と
に
か
〈
弘
通
白

戸
川
劃
版
、
+
担
、
単
に
く
D
返
し
で
は
な

く
、
常
に
削
草
し
た
割
札
躍
で
あ
り
た
い

と
あ
い
さ
つ
.

郡
部
f
h
は
開
凶
「
ふ
る
さ
と
を
量

て
た
軍
」
を
組
慣
レ
.
時
三
P
A
7
L

t
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に
づ
ら
ふ
と
は
負
つ
く
も
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か
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枕
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ぞ
ゐ
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形
被
が
ぴ
っ
た
し
の
・
?
Tミ
ち
ヒ
ガ
シ
マ
ル
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サ
ン
エ
l
シ
シ
ュ
ウ

の
刺
し
ゅ
の
あ
る
楽

し
い
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
や

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
で
、

協
行
の
泊
ね
，
d
を
し

て
み
ょ
せ
ん
か
。

ア芝草な日夜D刺しゅうで、一章十一針たんねんに刺し上げた北

欧訓の民主矢手去を 、お代のフ7 ')1 ジョジ!1ffi:ì.'~でとらえたショー
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16色もの色が、たくみに組み合わされた美しさは、北欧のig
れを見るようでタウンクヱァーとして、きっとi3::tJを恥めるこ

とでしょう。

;:{ t;tは毛100%、衿、 tilJ立、袖口はカノコの手続になってい
ます。
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ν
V
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サ

ク

の
夢
あ
ふ
れ
る
大
胆

な
刺
し
ゅ
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の
装
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を
あ
な
た
に
も
ぜ
ひ
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ん7ごヌメリカが言った。ステレオマックで、女

M
A
i
阿
川
秋
冬
、
パ
リ
及
び
ミ
一
フ
ノ
、

フ
ィ
レ
ン
吋
ノ
ェ
の
今
年
の
説
行
は
、
や

は
D
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ョ
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ョ
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ョ
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。
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滑
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♂
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台
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・
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・
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迎
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佐
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伐
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.

0
7九
段
注
に
よ
る
好
業
定
約
片
山

も一一
-aだ
し
て
い
ま
す
。
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梢
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と
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イ
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ど
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と
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と
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ョ
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が
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叫
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込
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摂
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仁
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迎
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問
。
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が
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OFアやサイドに付いているガラスは格了ーなどで
補強し、ガクスを絞られて鉱を開けられないよ

うにする。

く隣近所が協力して

防犯体制を>
0外出するときは、お互いが留守を額めるよう、
ふだんから隣近所で話あい、防犯体制jをかため

ておくようにする。

。関守中のffJ心を狂lまれたときは、侠〈百Ia-受け
ときお!?見回るなどの用心をする。見なれね人

が訪れたときは、おくせずひと声かけて用件を

確かめる。 怪しいと思ったときはためらわず

110訟ずる。
。できるだけ、戸;市D周や相瓦述格用などの防氾

ベルを備え、いざという場合に隣近所に急を匁10
せる防犯体制jを盤えておく.

<カギかけの励行>

。ちょっとの聞だから、すぐそこまでだからとい

った場合でも、留守にするときは必ず戸stj!:Jを
する。

。玄関などの出入門の錠前には、ジ1J:ノニダー主主総

錠などの性能のよいものを正しく取付ける。

。円筒錠などのような玄関の主錠に不適当な錠fJir
をつけていると乙るでは、早めに性能のよい鉱

fliJに坂幻答えるか、ζ じ明けを防ぐためにtl-
ドプレートを耳j{!?f寸け、ドプのスキ問をふさい

でおく。

(..，.';.tさん日朝けたでする錠のほかに、もう一つ補助

ii.定を取タ付け、ワン?とア .yーロックの備えに
する。補助錠ばドロボクが開dょうとしたとき
不自然な筆~~うになるようにドアの上部(額のI旬 、

さ)か下郎(ひざの南部に取!?付ける。
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瓶
一
つ
一
拡
が
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隣
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瓶
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瓶
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と
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叩
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と
り
怒
に
笥
D
ゆ
き
街
の
灯
が
美
?
友
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取
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し
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潟
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入
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ぼ
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る
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